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研究成果の概要（和文）：　本研究、安全な社会を構築するための時間政策的な研究である。今回の研究では、時鐘を
聞くことのできる地域に住む人は、住んでいない人や過去に住んでいた人に比べて、地域への愛着度が高くなり、永住
意識に関しても高くなることが分かった。三つの時鐘の機能の比較では、寺と教会の時鐘は、コミュニティ意識形成に
関しては似た傾向を示し、カラクリ時計の時鐘機能がコミュニティ意識の形成に一番影響力を強いことがわかった。

研究成果の概要（英文）：This study is the time policy research for building a safe society. 3 areas with 
3 kinds of bell (bell in a temple, bell of a church and bell of a mechanism clock) were compared for this 
study.
 When it was judged from comparison of 3 kinds of bell by this study, the person who lives in the area 
where a bell can be heard found out that the degree of love to the area is and also becomes expensive 
about permanent residence consciousness highly compared with the person who doesn't live there and the 
person who lived there in the past.Comparison of the function of three bells showed that a bell in a 
temple and a church indicates the similar tendency about community conscious formation and that the bell 
function of the mechanism clock has influence by formation of common consciousness and community 
consciousness most. There is a possibility that the result of this research is also useful for 
reorganization of the area community today is losing.
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、代表者が係わってきた山口大学
時間学研究所の目指すべき研究を遂行する
ための研究企画として開始した。時間の考察
には、運動（活動）と出来事と意味づけの三
要素が必要なことを、これまでの研究（平成
19～20 年度科学研究費・萌芽研究「現代社
会におけるスピード化と人間のリズムのズ
レに関する時間学的総合研究」、平成 21～23
年科学研究費・基盤研究（B）「現代社会にお
けるスピード化と人間のリズムのズレに関
する時間学的総合研究」において見いだして
きた。 
そして、ハイパー・スピード化社会の到来
が、人間の活動を加速して、それが人間の生
命的時間のリズムを越えた運動を生み、「出
来事」へのコントロールが出来ない社会を生
んでいることを見いだした。いまや人間は、
過剰活動（過労）のなかで慢性的な「時差ぼ
け状態」にあると捉えることができるのであ
る。その面で、時間規範の再構築が喫緊の課
題であり、この時間規範の構築のためには、
時間規範を生み出す時間政策が求められて
いる。 

 
２．研究の目的 
本研究は、時間学、認知心理学、犯罪社会
学の立場から、「安心・安全な社会システム」
を回復するために時間学の観点から地域コミ
ュニティの再構築に必要な条件を探り、時間
政策的に安心・安全社会づくりの課題を解決
する方策を見いだすことを目指したものであ
る。 

(1)本研究は、われわれにとって時間学にお
ける時間政策的研究の樹立の端緒の研究にな
ると考えている。仮説は「寺の鐘や役場のサ
イレンなどは地域住民に時間規範を回復させ、
信頼感や規則正しい生活に寄与する」という
ものである。 
 
３．研究の方法 

(1)本研究は、「時刻告知機能の鐘やサイレ
ンなどが、コミュニティにおいて地域住民に
共同的な時間感覚をもたらし、そのことによ
って規則正しい生活（時間規範の確立）や精
神面一肉体面の健康づくりに寄与するという
こと、そして最終的にコミュニティの安心・
安全の構築に寄与する」という仮説を検証す
ることにある。 
① 初年度は、主に社会病理的な資料と調査
研究の準備おこなった。 
② 次年の 25年度は、調査地の選定と調査票
を完成して、委託する調査機関と協議を
しながら、調査を実施した。 
③ そして、最終年度は調査結果の分析に当
てられる。データ分析のなかから仮説検
証の考察を行い、仮説の有効度の範囲を
確定して、若干なり、学会や講演等で報

告した。 
④ 松田はアンケート調査とは別個に、音環
境、画像を使い、聴覚と視覚情報による
没入感の度合を調べる実験研究を行った。 

 
(2)調査地は、江戸時代に北前船が寄港する
など港町・商都として栄え、千光寺の驚音楼
の鐘のある広島県 で 2 番目に市制を施行
（明治 31 年）した尾道市、室町時代の大名
大内氏の居城を築き、ザビエルが来て布教し
たザビエル教会のカリヨンの鐘が鳴る山口
市、元禄 8 年(1695 年)に木下延俊が暘谷城
を築城され、 三代の木下俊長の時世の元禄 
8 年(1695 年)に造られた元禄の鐘が鳴る大
分県日出町の 3 地域である。 調査は、平成
年 2 月下旬～3 月 14 日にかけて、郵送法
を使い実施した。回数数は 459 通で、有効
回収率 25.8%であった。 
 
４．研究成果 
(1)時鐘の 3 種類（寺の鐘、教会の鐘、カラ
クリ時計）の比較からみると、時鐘を現在聞
くことのできる地域に住む人ほど、地域愛着
度が高く、永住意識も高いこと、また、時鐘
の中ではカラクリ時計の時鐘が高いことが
分かった。寺と教会の時鐘はコミュニティ意
識形成に関しては似た傾向を示し、カラクリ
時計の時鐘機能が一番共同意識やコミュニ
ティ意識の形成では影響力を持つことがわ
かった。 
(2)時間意識と社会規範（非行観）について
は、共同性（鐘の音に関連する）に対する意
識が高いほど、環境美化の公徳心は高いこと
が認められ、自然の時間をあまり重視してい
ない人は環境美化の公徳心が低いことが明
らかとなった。また規則正しい生活時間を重
視する人ほど、性的な非行観および娯楽的な
非行観においても高い傾向が認められた。 
(3)時鐘施設の音環境のような，時を告げる
音を活かすことにより，街などのコミュニテ
ィに対する帰属意識を高めることに応用で
きる可能性を示唆している。 また，仰観景
よりも俯瞰景の方が高い没入感を得られる
ことから，俯瞰景は仰観景よりも街全体を見
ることができ，街の多くの住民との共有感が
得られたため，情景に対する没入感の上昇に
つながったと考えられる。よって，今後の課
題としては，情景に映る人の数（音を共有す
る人の数）を操作して検討する必要がある。 
 
(4)本研究の結果は将来的に，学校・企業な
どのコミュニティの仲間意識や帰属意識の
向上を可能にする効果的な手法を生み出す
ことに貢献することが期待され，現代の喪失
しつつある地域コミュニティの再構築にも
役立つ可能性がある。 
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